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対象数 改善数 改善率 対象数 改善数 改善率
全体 100 39 39% 100 61 61%
特性 1 20 20 100% 50 48 96%
特性 2 30 15 50% 30 12 40%

































例 1 Ｑ 2 例 2 Ｑ 2
Ｑ 1 Yes No 計 …… Yes No 計
Yes 45 5 50 …… 12 38 50
No 5 45 50 …… 38 12 50
計 50 50 100 …… 50 50 100























といい，n個のデータが｛（x 1 ,y 1 ,），（x 2 ,y 2 ,），…，






















といい， 個のデータが｛（𝑥𝑥1, 𝑦𝑦1,）（𝑥𝑥2, 𝑦𝑦2, ，…，（𝑥𝑥𝑛𝑛, 𝑦𝑦𝑛𝑛,）｝で，それぞれ
の平均をx̅，y̅ と表すと，相関係数 は，
𝑟𝑟 𝑟
∑ (𝑥𝑥𝑖𝑖 − 𝑥𝑥)(𝑦𝑦𝑖𝑖 − 𝑦𝑦)𝑛𝑛𝑖𝑖𝑖1





































といい， 個のデータが｛（𝑥𝑥1, 𝑦𝑦1,），（𝑥𝑥2, 𝑦𝑦2, ，…，（𝑥𝑥𝑛𝑛, 𝑦𝑦𝑛𝑛,）｝で，それぞれ
の平均をx̅，y̅ と表すと，相関係数 は，
𝑟𝑟 𝑟
∑ (𝑥𝑥𝑖𝑖 − 𝑥𝑥)(𝑦𝑦𝑖𝑖 − 𝑦𝑦)𝑛𝑛𝑖𝑖𝑖1



























































(𝑋𝑋𝑋⃗⃗⃗⃗ ?⃗⃗?𝑌) = cos 𝜃𝜃𝜃?⃗?𝑋⌋𝜃?⃗⃗?𝑌⌋ から， cos 𝜃𝜃 = 𝜃 (𝑋𝑋𝑋⃗⃗⃗⃗ ?⃗⃗?𝑌)𝜃?⃗⃗?𝑋⌋𝜃?⃗⃗?𝑌⌋     
ここで， 
(𝑋𝑋𝑋⃗⃗⃗⃗ ?⃗⃗?𝑌) = ∑ (𝑥𝑥𝑖𝑖 −𝑛𝑛𝑖𝑖𝑖𝑖 𝑥𝑥)(ｙ𝑖𝑖 − 𝑦𝑦)   ：ベクトル成分の内積 
|?⃗?𝑋| = √∑ (𝑥𝑥𝑖𝑖 − 𝑥𝑥)2𝑛𝑛𝑖𝑖𝑖𝑖             ：ベクトル X の大きさ（スカラー量） 
|?⃗⃗?𝑌| = √∑ (𝑦𝑦𝑖𝑖 − 𝑦𝑦)2𝑛𝑛𝑖𝑖𝑖𝑖            ：ベクトル Y の大きさ（スカラー量） 
の関係式から つのベクトル間のなす角の余弦（ θ）は相関係数 と一致する．２つ
のベクトルはなす角が０のときは，同じ方向で共通のものを捉えているベクトルとみなせ，














相関を示す 1 （＝cos 0 ）となる．また直交して










2 ．辛いもの　 3 ．しょっぱいもの　 4 ．その他 ｝
で回答を得た場合， 1 から 4 をあてはめることが
できるが，甘いものを｛ 1 ， 0 ， 0 ｝，辛いもの
を｛ 0 ，1 ，0 ｝，しょっぱいものを｛ 0 ，0 ，1 ｝，
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